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2� 広報あかいがわ　2025.4.1

　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
の

開
会
に
当
た
り
、
令
和
7
年
度

の
村
政
執
行
方
針
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
私
と
し
て
も

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
」
を
目
標
に
し
た
、
村
長
就

任
２
期
目
の
折
り
返
し
の
年
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
議
会
議

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の

村
民
の
皆
様
に
ご
理
解
を
頂
き

な
が
ら
検
討
・
準
備
を
進
め
て

き
た
各
種
施
策
が
動
き
出
す
重

要
な
年
度
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
政
運
営
に
臨

む
基
本
姿
勢
や
重
点
施
策
の
展

開
に
関
わ
る
テ
ー
マ
や
ポ
イ
ン

ト
は
昨
年
度
か
ら
大
き
く
変
え

る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
堅
実

な
が
ら
も
挑
戦
す
る
村
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
の
あ
る
べ
き
姿
を

示
す
「
第
５
期
赤
井
川
村
総
合

計
画
基
本
計
画
」
と
「
第
３
期

赤
井
川
村
創
生
総
合
戦
略
」
の

令
和
８
年
度
改
定
作
業
を
進
め

る
重
要
な
年
度
で
も
あ
り
、
現

在
の
総
合
計
画
や
総
合
戦
略
の

分
析
評
価
を
踏
ま
え
つ
つ
進
め

ら
れ
て
い
る
、
策
定
審
議
会
の

皆
様
の
真
剣
な
熟
議
に
期
待
し
、

持
続
可
能
な
赤
井
川
村
と
す
る

計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
共
を

支
え
る
の
は
役
場
や
村
民
の
み

な
ら
ず
、
民
間
企
業
や
村
に
所

縁
の
あ
る
村
外
の
方
々
と
の
協

働
も
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
は

変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き

人
と
自
然
の
調
和
を
保
ち
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
開
発
計
画
な

ど
に
取
り
組
む
企
業
や
活
力
を

持
っ
た
人
材
と
の
連
携
を
大
事

に
し
、
村
内
経
済
の
好
転
を
目

指
し
つ
つ
、
更
な
る
関
係
人
口

の
増
加
対
策
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
村
政
を
運
営

す
る
基
本
姿
勢
と
し
て
は
、
国

費
・
道
費
事
業
と
し
て
計
画
的

に
進
め
て
い
る
各
種
事
業
は
、

そ
の
事
業
効
果
が
適
切
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

加
え
て
、
独
自
課
題
の
解
決

や
新
た
な
試
み
と
し
て
議
員
の

皆
様
と
協
議
・
検
討
を
進
め
て

き
た
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、

そ
の
事
業
効
果
が
広
く
村
民
の

福
祉
向
上
や
村
内
経
済
に
活
力

を
生
む
よ
う
次
の
三
つ
の
視
点

を
持
っ
て
優
先
順
位
を
見
極
め

な
が
ら
引
き
続
き
着
実
に
取
り

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１�　

村
内
経
済
の
好
循
環
を
見

据
え
た
村
づ
く
り

　

一
つ
目
は
、「
村
内
経
済
の

好
循
環
を
見
据
え
た
村
づ
く

り
」
で
す
。

　

働
く
世
代
の
減
少
は
、
村
の

元
気
と
活
力
を
低
下
さ
せ
る
大

き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
観
光
・

リ
ゾ
ー
ト
産
業
に
元
気
が
な
け

れ
ば
、
働
く
世
代
の
定
着
は
見

込
め
ず
、
村
全
体
に
活
力
が
感

じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
分
野
に
お

い
て
は
「
農
業
振
興
計
画
」
を

基
本
に
し
つ
つ
、
優
良
農
地
の

効
果
的
活
用
を
視
野
に
持
続
可

能
な
農
業
振
興
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

観
光
分
野
に
お
い
て
は
、
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
を
中
心
と

し
た
活
動
や
キ
ロ
ロ
、
道
の
駅

「
あ
か
い
が
わ
」
な
ど
の
活
動

を
側
面
的
に
支
援
し
、
食
を
通

じ
た
観
光
や
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
で
築
い
た
関
係
人
口
（
交
流

人
口
）
と
の
継
続
的
な
関
係
構

築
を
強
化
し
つ
つ
、
北
後
志
エ

リ
ア
等
と
連
携
し
た
広
域
観
光

等
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
熱
（
地
中
熱
、
地

熱
等
）
利
用
を
柱
と
し
た
「
赤

井
川
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
や
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ

ッ
ジakaigaw

a

推
進
戦
略
」
に

基
づ
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
す
る
各
事
業
を
計
画

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
国
の

地
方
創
生
推
進
事
業
等
を
活
用

し
、
新
た
な
経
済
活
動
を
試
み

る
人
材
の
活
用
や
育
成
に
取
り

組
み
、
村
内
経
済
の
好
循
環
を

見
据
え
た
村
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

２�　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活

環
境
の
確
保

　

二
つ
目
は
、「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
生
活
環
境
の
確
保
」
で
す
。

　

村
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
心
身
と
も
に
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
に

は
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
域
内
交

通
の
確
保
、
さ
ら
に
は
子
育
て

支
援
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
、
生
き
が
い
と
な
る
日
常
を

手
に
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ

と
だ
と
考
え
は
変
わ
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
本
村
の
限
ら
れ
た

財
源
と
人
的
資
源
で
は
、
全
て

を
充
実
さ
せ
継
続
す
る
こ
と
は

と
て
も
困
難
な
こ
と
で
す
。　

　

加
え
て
、
余
市
、
小
樽
を
生

活
圏
と
す
る
多
く
の
村
民
に
と

っ
て
、
幹
線
交
通
や
域
内
交
通

の
安
定
確
保
は
村
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
重
要
な
条
件
の

一
つ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
健
・
福
祉
・

医
療
・
介
護
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
は
、
村
と
社
会
福
祉

協
議
会
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
赤
井
川
診
療
所
な
ど

の
関
係
機
関
が
引
き
続
き
連
携

を
密
に
し
、
分
野
別
に
課
題
と

役
割
分
担
を
明
確
に
し
な
が
ら
、

地
域
の
方
々
と
協
働
関
係
を
築

き
、
課
題
解
決
が
円
滑
に
進
む

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
に
子
育
て
支
援
と
し
て
、

新
た
に
取
り
組
む
「
こ
ど
も
第

三
の
居
場
所
」
づ
く
り
や
「
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
運
営
に

向
け
た
準
備
を
着
実
に
進
め
ま

す
。

３�　

公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど
公
共

施
設
の
計
画
的
整
備

　

三
つ
目
は
「
公
共
イ
ン
フ
ラ

な
ど
公
共
施
設
の
計
画
的
整

備
」
で
す
。

　

道
路
・
河
川
・
橋
梁
を
は
じ

め
、
上
下
水
道
や
公
営
住
宅
な

ど
の
公
共
施
設
は
、
こ
れ
ま
で

も
住
民
生
活
の
基
盤
で
あ
る
こ

と
か
ら
計
画
的
な
整
備
を
心
が

け
、
老
朽
化
し
た
施
設
も
財
源

を
考
慮
し
つ
つ
、
各
種
長
寿
命

化
計
画
な
ど
を
策
定
し
、
維
持

補
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
多
く
の
経
費
を
要
す
る

庁
舎
改
修
や
小
中
学
校
な
ど
の

大
規
模
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、

国
費
・
道
費
補
助
や
財
政
措
置

率
が
高
い
有
利
な
起
債
を
活
用

す
る
な
ど
、
財
源
確
保
を
模
索

し
な
が
ら
計
画
実
現
に
向
け
進

め
ま
す
。  

　

加
え
て
、
本
年
度
も
継
続
性
、

緊
急
性
の
あ
る
も
の
や
、
防
災

対
策
な
ど
優
先
度
の
高
い
施
設

の
整
備
や
補
修
は
優
先
順
位
を

考
慮
し
な
が
ら
重
点
的
に
進
め

ま
す
。

１�　

村
内
経
済
の
好
循
環
を
見

据
え
た
地
域
活
力
の
醸
成

①
農
業
の
振
興

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振

興
は
、
こ
れ
ま
で
も
村
の
重
点

施
策
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
な
か
で

村
政
執
行
方
針

は
じ
め
に

村
政
運
営
に
臨
む
基
本
姿
勢

重
点
施
策
の
展
開
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3 広報あかいがわ　2025.4.1

も
土
づ
く
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
利
用
し
た
作
物
栽
培
の

振
興
、
新
規
就
農
者
対
策
、
優

良
農
地
の
利
活
用
対
策
な
ど
は

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
近
年
は
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害
の
対
策
も

そ
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
た
だ
、
農
業
を
取
り

巻
く
課
題
は
多
様
化
し
て
お
り
、

ス
マ
ー
ト
農
業
や
外
国
人
労
働

力
の
活
用
な
ど
、
新
た
な
営
農

支
援
へ
の
課
題
も
生
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
取
り

組
み
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、「
農
業
振
興
計

画
」
に
沿
っ
て
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

・
道
営
農
業
農
村
整
備
事
業
に

　

よ
る
農
地
基
盤
整
備
事
業
の

　

推
進

・
落
合
ダ
ム
及
び
関
連
施
設
の

　

適
切
運
用
と
農
業
用
水
の
安

　

定
供
給

・
農
業
振
興
対
策
事
業
の
重
点

　

的
支
援
策
の
検
討

・
耕
作
放
棄
地
の
解
消
促
進

・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
利
用
促
進

・
新
規
就
農
希
望
者
の
就
農
支

　

援
・
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
効
果

　

的
実
施
と
人
材
育
成

②
林
業
の
振
興

　

村
有
林
を
主
体
に
、
民
有
林

に
お
い
て
も
多
面
的
機
能
を
持

つ
森
林
資
源
の
保
全
と
活
用
を

計
画
的
に
進
め
て
お
り
、
引
き

続
き
赤
井
川
村
森
林
整
備
計
画

に
沿
っ
た
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

特
に
村
有
林
の
伐
期
齢
に
達

し
た
立
木
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
森
林
管
理
局
石
狩
森
林

管
理
署
と
の
間
で
締
結
し
た

「
第
１
期
赤
井
川
地
域
森
林
整

備
推
進
協
定
」に
基
づ
き
、国
・

道
の
助
言
や
協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
森
林
財
産
の
適
正
管
理
と

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
両

輪
を
視
野
に
計
画
的
に
進
め
ま

す
。

・
民
（
村
）
国
連
携
に
よ
る
森

　

林
資
源
の
活
用
促
進
・
整
備

・
森
林
環
境
譲
与
税
の
「
活
用

　

基
本
方
針
」
に
基
づ
く
支
援

・
冷
水
峠
展
望
所
の
計
画
的
整

　

備
と
協
働
に
よ
る
景
観
づ
く

　

り
活
動

・
木
材
資
源
の
地
域
内
活
用
の

　

推
進

③
商
工
業
の
振
興

　

村
内
で
事
業
展
開
す
る
事
業

者
は
、
小
規
模
な
が
ら
商
品
開

発
や
新
規
事
業
に
挑
戦
し
、
業

績
を
伸
ば
し
て
い
る
先
例
も
有

り
、
村
の
産
業
の
一
翼
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
者
は
、
商
工

会
へ
結
集
し
経
営
の
安
定
化
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
商
工
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
期
待
し
支
援
を
行
い
ま

す
。

・
商
工
会
運
営
の
安
定
化
を
図

　

る
た
め
の
支
援

・
経
営
環
境
改
善
や
商
品
開
発

　

事
業
取
り
組
み
へ
の
支
援

・
国
の
地
方
創
生
事
業
を
活
用

　

し
た
人
材
活
用
、
育
成
に
よ

　

る
地
域
プ
レ
ー
ヤ
ー
ご
と
の

　

推
進

④
観
光
の
振
興

　

村
の
観
光
は
、
キ
ロ
ロ
を
核

と
し
た
リ
ゾ
ー
ト
観
光
と
道
の

駅
や
温
泉
を
核
と
し
た
ド
ラ
イ

ブ
観
光
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
新
鮮
で
美
味
し
い
農

畜
産
物
を
活
用
し
た
「
食
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
観
光
地
域
づ
く

り
法
人
赤
井
川
村
国
際
リ
ゾ
ー

ト
推
進
協
会
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を
核

と
し
た
地
域
内
が
連
携
す
る
観

光
振
興
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ

Ｒ
活
動
も
含
め
、
食
と
観
光
が

有
機
的
に
結
び
つ
く
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

・
道
の
駅
「
あ
か
い
が
わ
」
を

　

柱
に
地
場
産
品
の
販
売
促
進

　

支
援

・「
ま
る
っ
と
カ
ル
デ
ラ
農
村

　

フ
ェ
ス
」
の
定
着
と
自
走
可

　

能
な
（
自
走
を
目
指
し
た
）

　

支
援

・
ふ
る
さ
と
納
税
獲
得
に
向
け

　

た
取
り
組
み
の
推
進

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

事
業
へ
の
展
開

　
「
赤
井
川
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ビ
レ
ッ
ジakaigaw

a

推
進
戦

略
」
に
基
づ
き
、
温
泉
熱
の
活

用
や
地
熱
（
地
中
熱
、
地
熱

等
）
太
陽
光
な
ど
持
続
可
能
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
事
業
を
促
進
し
ま
す
。
特

に
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ

ジakaigaw
a

推
進
戦
略
」
の

具
現
化
と
し
て
、
役
場
庁
舎
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
や
区
会
管
理

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
支
援
に
よ
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
主
体
で
進
め
ら

れ
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
の
法
令
遵
守
を
基
本
と
し
、

村
の
景
観
条
例
案
や
景
観
計
画

案
に
沿
っ
た
事
業
者
対
応
を
徹

底
す
る
と
共
に
、
開
発
と
保
全

の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
り
一
層
心
が

け
な
が
ら
、
そ
の
対
応
に
当
た

り
ま
す
。

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

　

用
と
省
エ
ネ
化
に
よ
る
役
場

　

庁
舎
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
改
修

・「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

　

akaigaw
a

」
推
進
戦
略
実

　

現
に
向
け
た
施
策
の
推
進

・
民
間
事
業
者
に
よ
る
地
熱
発

　

電
、
水
力
発
電
計
画
へ
の
側

　

面
的
支
援

２�　

村
民
と
協
働
す
る
行
政
の

展
開

　

全
て
の
村
民
が
心
身
と
も
に

健
康
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き

る
よ
う
、
保
健
・
福
祉
・
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て

支
援
な
ど
の
事
業
を
各
計
画
に

基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
・
防
災
に
つ
い
て
は
、

北
後
志
消
防
組
合
赤
井
川
支

署
と
の
連
携
を
強
化
し
て
お
り
、

消
防
車
両
の
更
新
や
広
域
通
信

業
務
体
制
の
確
立
に
も
取
り
組

み
、
引
き
続
き
緊
急
時
の
迅
速

な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
井
川
診
療
所
と
の

連
携
を
重
視
し
、
村
民
が
健
康

に
暮
ら
せ
る
体
制
確
保
に
努
め

ま
す
。

　

な
お
、
周
産
期
及
び
子
育
て

支
援
の
新
た
な
施
策
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
次
の
重
点
事
項

に
つ
い
て
は
村
民
の
皆
様
と
の

積
極
的
な
協
働
を
必
要
と
す
る

施
策
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
事

業
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
丁
寧

な
説
明
を
第
一
に
進
め
ま
す
。

①
保
健
・
医
療

・
健
康
教
育
、
保
健
指
導
の
充

　

実
及
び
各
種
健
診
受
診
率
向

　

上
へ
の
取
り
組
み

・
赤
井
川
診
療
所
医
療
機
器
更

　

新
に
よ
る
機
能
強
化

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
等
予
防

　

接
種
支
援
の
拡
充

・
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護

　

の
重
層
的
連
携
の
構
築

②
子
育
て
支
援

・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
新

　

た
な
支
援
事
業
の
実
施

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設

　

置
に
よ
る
妊
娠
期
か
ら
の
母

　

子
保
健
・
児
童
福
祉
の
伴
走

　

型
支
援
体
制
の
構
築

・
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
開
設
に

　

向
け
た
人
材
育
成
等
の
実
施

・
へ
き
地
保
育
所
保
育
サ
ー
ビ

　

ス
の
向
上
及
び
ス
タ
ッ
フ
の

　

資
質
向
上
へ
の
取
り
組
み

・
母
子
保
健
、
児
童
福
祉
に
係
る

　

各
種
施
策
情
報
提
供
の
強
化

③
高
齢
者
支
援
（
生
き
が
い
対

　

策
・
介
護
）

・
高
齢
者
総
合
相
談
窓
口
の
機
能

　

強
化
と
関
係
機
関
の
連
携
強
化

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
及
び
自

　

立
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
な

　

運
営

・
悠
楽
学
園
大
学
等
高
齢
者
の

　

社
会
参
加
の
促
進

・
高
齢
者
の
各
種
生
活
支
援
事

　

業
の
充
実

・
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

　

予
防
等
の
一
体
的
な
実
施
の

　

推
進

④
障
が
い
者
支
援

・
北
後
志
自
立
支
援
協
議
会
等
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令和７年度村政執行方針
　

を
活
用
し
た
相
談
支
援
体
制

　

の
充
実

・
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　

提
供
体
制
の
充
実

⑤
地
域
福
祉

・
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
支

　

援
強
化

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

　

強
化

・
住
民
主
体
の
福
祉
活
動
に
係

　

る
側
面
的
支
援
の
強
化

⑥
社
会
保
障

・
年
金
制
度
、
国
民
健
康
保
険
、

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
、

　

福
祉
医
療
事
務
の
円
滑
化

⑦
消
防
・
救
急

・
関
係
機
関
及
び
事
業
者
と
の

　

災
害
時
連
携
対
応
の
強
化

・
救
急
救
命
体
制
の
段
階
的
運

　

用
・
消
防
指
令
業
務
体
制
の
共
同

　

化
⑧
移
住
定
住
対
策

・
移
住
定
住
対
策
の
新
た
な
検
討

⑨
防
災
対
策

・
近
隣
町
村
と
連
携
し
た
防
災

　

対
応
力
の
強
化

・
学
校
及
び
地
域
団
体
と
連
携

　

し
た
防
災
教
育
の
実
施

⑩
地
域
公
共
交
通
対
策

・「
む
ら
バ
ス
」
の
安
全
運
行

　

と
利
用
環
境
向
上
策
の
検
討

・
地
域
内
交
通
の
利
用
促
進
の

　

展
開

・
域
内
交
通
（
枝
線
・
交
通
空

　

白
地
有
償
運
送
）
お
で
か
け

　

ア
シ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
、
通
院

　

送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

３�　

公
共
イ
ン
フ
ラ
な
ど
公
共

施
設
の
計
画
的
整
備

①
村
道
整
備

　

村
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
幹

線
道
路
及
び
生
活
道
路
を
中
心

に
国
土
強
靱
化
計
画
に
基
づ
く

防
災
的
視
点
も
持
ち
な
が
ら
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
路
面
の
損
傷
な
ど
が

激
し
い
路
線
に
つ
い
て
は
、
優

先
順
位
を
定
め
、
日
常
の
通
行

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
補
修
に

努
め
ま
す
。

・
北
丸
山
線
道
路
改
良
工
事

・
村
道
舗
装
補
修
工
事

②
河
川
整
備

　

河
川
整
備
に
つ
い
て
は
、
異

常
気
象
に
よ
る
防
災
対
応
が
重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
河
道
内

に
堆
積
し
た
土
砂
や
立
木
の
撤

去
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

・
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事

　

業
債
を
活
用
し
た
護
岸
改
修

　

工
事

・
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
を
活

　

用
し
た
河
川
整
備
工
事

③
橋
梁
整
備

　

老
朽
化
し
た
橋
梁
に
つ
い
て

は
、「
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
」

を
基
本
に
し
つ
つ
、
改
修
整
備

の
緊
急
性
の
高
い
橋
梁
選
定
し

整
備
に
努
め
ま
す
。

・
共
栄
東
橋
架
替
補
修
工
事

④
簡
易
水
道
の
整
備

　

安
全
な
飲
料
水
を
供
給
す
る

た
め
、
適
正
な
管
理
を
継
続
す

る
と
共
に
、
効
率
的
な
維
持
管

理
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
に

つ
い
て
は
計
画
的
に
更
新
を
行

う
と
共
に
緊
急
時
の
防
災
対
策

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

・
量
水
器
取
替
事
業

・
水
道
経
営
戦
略
作
成
業
務

・
公
営
企
業
会
計
指
導
業
務

・
都
浄
水
場
改
修
工
事

⑤
下
水
道
の
整
備

　

施
設
整
備
後
20
年
以
上
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化

し
た
機
器
類
に
つ
い
て
は
「
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
方

針
」
を
策
定
し
更
新
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
計
画

区
域
外
に
お
け
る
合
併
浄
化
槽

の
普
及
啓
発
も
継
続
し
て
行
っ

て
お
り
、
設
置
者
へ
の
支
援
も

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
公
営
企
業
会
計
指
導
業
務

・
下
水
道
事
業
計
画
変
更
策
定

　

業
務

・
下
水
道
経
営
戦
略
作
成
業
務

・
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
所
建
設

　

工
事

・
ア
ク
ア
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

水
処
理
整
備
事
業
（
更
新
）

⑥
公
営
住
宅
な
ど
の
整
備

　

老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
に
つ

い
て
は
、「
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
」
に
基
づ
き
建
て
替
え

や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
進
め
、
活
用

が
出
来
な
く
な
っ
た
村
営
・
村

有
住
宅
は
取
り
壊
し
を
引
き
続

き
進
め
ま
す
。

・
村
営
中
央
団
地
個
別
改
善
内

　

部
改
修
工
事

・
村
営
中
央
団
地
個
別
改
善
共

　

用
部
改
修
工
事

・
村
営
桜
団
地
個
別
改
善
改
修

　

工
事

⑦
そ
の
他
公
共
施
設
の
整
備

　

各
施
設
の
管
理
は
、「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基

づ
き
延
命
化
を
図
り
な
が
ら
村

民
の
利
用
に
支
障
が
出
な
い
よ

う
計
画
的
な
維
持
補
修
に
努
め

ま
す
。

⑧
生
活
廃
棄
物
及
び
し
尿
の
処
理

　

可
燃
ご
み
及
び
資
源
ゴ
ミ
に

つ
い
て
は
、「
北
し
り
べ
し
廃
棄

物
処
理
広
域
連
合
」
の
処
理
施

設
、
不
燃
物
に
つ
い
て
は
、
村

の
一
般
廃
棄
物
処
理
場
で
適
正

に
処
理
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
分
別

の
徹
底
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
広
域
連
合
に
お
い
て

は
、
ご
み
焼
却
処
理
施
設
基
幹

的
設
備
改
良
工
事
（
令
和
５
～

８
年
度
）
を
継
続
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
北
後
志
衛
生
施
設
組

合
の
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
新
た
な
施
設
が
令
和
７
年
４

月
か
ら
運
用
開
始
予
定
で
す
。

４　

財
政
安
定
化
へ
の
取
り
組
み

　

村
財
政
の
安
定
化
を
目
指
す

に
は
、
国
費
・
道
費
の
助
成
制

度
の
活
用
は
も
と
よ
り
、
村
独

自
の
新
た
な
取
り
組
み
や
制
度

見
直
し
に
よ
る
自
主
財
源
の
確

保
を
は
じ
め
、
民
間
企
業
と
の

連
携
を
今
後
も
積
極
的
に
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
令
和
７
年
度
か
ら
令

和
８
年
度
に
か
け
て
は
、
庁
舎

改
修
や
防
災
無
線
の
一
部
改
修
、

学
校
の
改
修
、
都
小
学
校
跡
地

利
用
に
関
連
す
る
事
業
や
子
ど

も
第
三
の
居
場
所
づ
く
り
施
設

整
備
を
は
じ
め
多
く
の
新
規
事

業
も
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
な
お
一
層
の
財
源
確
保
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
８
年
度
を

目
標
に
設
定
し
た
「
財
政
健
全

化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
検

討
・
協
議
・
実
施
を
可
能
な
範

囲
で
進
め
る
と
共
に
、
令
和
８

年
度
以
降
の
財
政
健
全
化
を
見

据
え
た
検
討
も
急
務
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
考
え
方
を
基
本
に
置

き
、
令
和
７
年
度
の
各
会
計
の

予
算
を
次
の
と
お
り
提
案
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

■
一
般
会
計　
　
　
　
　
　
　

 

３
，
９
０
６
，
０
０
０
千
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

２
１
，
２
３
２
千
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　

４
９
，
０
９
６
千
円

■
簡
易
水
道
事
業
会
計　
　
　

２
１
２
，
２
４
１
千
円

■
下
水
道
事
業
会
計　
　
　
　

２
１
６
，
９
１
４
千
円

◆
総　

計　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
，
４
０
５
，
４
８
３
千
円

　

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
の
進

行
な
ど
令
和
７
年
度
に
お
い
て

も
厳
し
い
村
政
運
営
に
な
る
と

は
思
わ
れ
ま
す
が
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
回
復
や
村
内
経
済

の
活
性
化
な
ど
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
も
生
ま
れ
て
い
る
状

況
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
赤
井

川
村
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た

と
多
く
の
村
民
の
皆
様
に
思
っ

て
貰
え
る
よ
う
、
職
員
の
知
恵

と
力
も
借
り
な
が
ら
村
政
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

村
議
会
議
員
の
皆
様
と
住
民
の

皆
様
、
そ
し
て
関
係
機
関
の
皆

様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
し
て
、
令
和
７
年
度

の
村
政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま

す
。

む
す
び
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令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
の

開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
赤
井

川
村
教
育
委
員
会
の
所
管
行
政

の
執
行
に
関
す
る
主
要
な
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

混
迷
の
度
を
増
す
グ
ロ
ー
バ

ル
情
勢
、
環
境
破
壊
、
深
刻
さ

を
増
す
少
子
化
・
高
齢
化
や
、

生
成
A
I
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
発
展
な
ど
、
先
行
き
に
対

す
る
不
確
実
性
が
こ
れ
ま
で
に

な
く
高
ま
る
と
と
も
に
、
人
々

の
価
値
観
や
生
活
様
式
が
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
未
来
に
向

け
た
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
」
と
し
て
、
そ
の
必
要
な

資
質
能
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
地
域
や
社
会
全

体
で
幸
せ
や
豊
か
さ
を
享
受
で

き
る
よ
う
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
向
上
」
を
図
る
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に

お
い
て
は
、
学
ぶ
意
義
を
見
い

だ
し
、
主
体
的
に
学
び
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
る
子
供
の
育
成

が
必
要
で
あ
り
、
生
涯
学
習
の

理
念
に
基
づ
き
、
一
人
一
人
が

学
び
続
け
、
豊
か
な
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
習

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
村
議

会
議
員
並
び
に
村
理
事
者
の
み

な
さ
ま
の
深
い
御
理
解
と
村
民

各
位
の
温
か
い
御
支
援
の
下
、

教
育
の
諸
活
動
が
円
滑
に
推
進

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
教
育

行
政
推
進
の
基
本
姿
勢
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

先
ず
は
学
校
教
育
に
つ
い
て

で
す
。

　

一
つ
目
は
、「
赤
井
川
に
誇

り
を
持
つ
子
供
の
育
成
」
で
す
。

　

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
や
社
会
結
束
力
の
基
礎

は
郷
土
愛
に
あ
り
ま
す
。
地
方

創
生
、
地
域
社
会
の
発
展
の
カ

ギ
も
そ
こ
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
に
視

点
を
変
換
で
き
、
郷
土
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
子
供
の

育
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
自
立
し
た
子

供
の
育
成
」
で
す
。

　
V
U
C
A
の
時
代（V

olatility

：

変
動
性
、U

ncertainty

不
確

実
性
、Com

plexity

：
複
雑
性
、

A
m

biguity

：
曖
昧
性
）
と
言

わ
れ
る
変
化
が
激
し
く
将
来
の

予
測
が
困
難
な
今
、
物
事
を
あ

き
ら
め
る
、
途
中
で
や
め
る

児
童
生
徒
が
増
加
し
、
大
人
で

は
離
職
率
の
増
加
も
顕
著
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
自
分
で
で
き

る
、
や
り
通
す
こ
と
が
で
き
る

力
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
確
か
な
学
力
、
や
り

抜
く
心
、
支
え
る
体
力
の
育
成

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
社
会
教
育
に
つ
い
て
で

す
。

　

社
会
教
育
で
は
、「
第
12
期

赤
井
川
村
中
期
社
会
教
育
行
政

計
画
」
に
基
づ
き
、
点
検
・
評

価
を
行
い
な
が
ら
関
係
機
関
・

団
体
・
学
校
・
地
域
の
機
能
を

生
か
し
た
事
業
実
施
に
努
め
る

と
と
も
に
、
社
会
教
育
施
設
の

運
営
に
つ
い
て
計
画
的
な
維
持

管
理
に
努
め
、
村
民
に
と
っ
て

日
常
的
に
使
い
や
す
い
施
設
と

な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
の

教
育
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
効
果
的
な
推
進
を
目
指
し
、

重
点
項
目
を
絞
っ
た
施
策
を
実

行
し
ま
す
。

　

次
に
、
令
和
７
年
度
の
重
点

施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１�　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
の
充
実

　

第
１
は
、「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
の
充
実
」
で

あ
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
・
内
容
の
充
実
と
、

赤
井
川
村
が
好
き
・
赤
井
川
を

誇
り
に
思
う
子
供
の
育
成
を
ね

ら
い
、「
学
校
運
営
協
議
会
」

を
核
に
、
学
校
、
家
庭
及
び
地

域
が
相
互
に
協
力
し
、
地
域
全

体
で
学
び
を
展
開
し
て
い
く

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
の
充
実
」
を
図
り
ま
す
。

　
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」
の
理
念
の
下
、
子
供
た
ち

に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
社
会

と
目
標
を
共
有
し
て
育
成
す
る

と
と
も
に
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
通
し
て
、

教
育
課
程
の
改
善
・
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
適
正
配
置
や

小
中
一
貫
教
育
に
向
け
た
地
域

の
人
材
、
素
材
の
整
理
を
行
い
、

「
見
方
・
考
え
方
」
を
高
め
る

教
育
課
程
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

２�　

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た

教
育
の
推
進

　

第
２
は
、「
新
た
な
時
代
に

対
応
し
た
教
育
の
推
進
」
で
あ

り
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
子
供
が
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身

に
付
け
て
い
く
た
め
の
「
個
別

最
適
な
学
び
」
や
「
協
働
的
な

学
び
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

I
C
T
教
育
の
充
実
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
の
充

実
が
大
切
で
す
。

　

I
C
T
教
育
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
ド
リ
ル
の
活
用
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
実
証
事
業
の
継
続
な
ど
、

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の

育
成
と
学
習
の
効
率
化
を
図
る

と
と
も
に
、
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
た
I
T
関
連
企
業
の
人

材
派
遣
を
得
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
や
動
画
サ
イ

ト
等
の
S
N
S
を
活
用
し
た
発

信
に
よ
り
、
教
育
情
報
の
即
時

性
を
高
め
る
と
と
も
に
多
様
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

I
C
T
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
国
の
第
2
期
G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
児
童
生

徒
の
端
末
の
更
新
と
学
校
職
員

の
校
務
用
端
末
の
更
新
を
図
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
導
入

し
て
き
た
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

や
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

有
効
活
用
し
な
が
ら
、
公
文
書

の
デ
ジ
タ
ル
管
理
化
や
業
務
の

効
率
化
を
進
め
る
な
ど
、
教
育

D
X
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針

重
点
施
策
の
展
開

は
じ
め
に

教
育
行
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
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令和７年度教育行政執行方針
　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し

た
教
育
で
は
、「
赤
井
川
村
国

際
交
流
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

保
育
所
で
の
英
語
活
動
や
小
学

校
1
年
生
か
ら
の
外
国
語
活
動
、

小
中
の
乗
り
入
れ
授
業
、
中
学

校
で
の
英
検
の
全
員
受
験
と
無

償
化
の
取
組
等
を
通
し
て
、
引

続
き
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
北
海
道
教
育
大

学
札
幌
校
留
学
生
と
の
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
中
学
生
の
ス
ト
ラ

ス
モ
ア
訪
問
・
受
入
れ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
教

育
活
動
や
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

の
関
連
を
見
直
し
な
が
ら
、
教

育
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

３�　

小
中
が
連
携
・
一
貫
し
て

生
き
る
力
を
育
む
教
育
活
動

の
推
進

　

第
３
は
、「
小
中
が
連
携
・

一
貫
し
て
生
き
る
力
を
育
む
教

育
活
動
の
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
社
会
人
と
し
て

生
涯
学
び
続
け
る
持
続
可
能
な

社
会
の
作
り
手
に
な
る
こ
と
を

願
い
、
心
身
と
も
に
自
立
し
た

主
体
的
な
学
習
者
の
育
成
を
目

指
し
ま
す
。

　

義
務
教
育
終
了
時
の
あ
る
べ

き
姿
を

　
『
人
間
愛
に
あ
ふ
れ
、
郷
土

に
誇
り
を
抱
き
、
自
己
の
夢
や

希
望
に
向
か
っ
て
歩
む
15
歳
』

と
定
め
、
そ
の
姿
を
実
現
す
る

た
め
に
、新
た
に
設
置
す
る「
赤

井
川
村
小
中
一
貫
教
育
推
進
委

員
会
」
や
「
赤
井
川
村
小
中
一

貫
教
育
連
絡
協
議
会
」
と
連
携

し
て
、
課
題
に
応
じ
た
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
校
ご
と
に
以
下
の

取
組
を
進
め
ま
す
。

【
確
か
な
学
力
】
を
育
む
教
育

の
推
進
に
向
け
て
は
、

　

子
供
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
社

会
や
世
界
に
向
き
合
っ
て
関
わ

り
合
い
、
自
ら
の
人
生
を
切
り

拓
い
て
い
く
た
め
に
、
学
び
を

人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す

る
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間

性
等
の
涵
養
」、
生
き
て
働
く

「
知
識
・
技
能
の
習
得
」、
未
知

の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の

育
成
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
力
を
育
成
す
る
た
め

に
、

・
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を

　

基
本
理
念
と
す
る
学
習
指
導

　

要
領
に
基
づ
く
社
会
に
開
か

　

れ
た
教
育
課
程
の
編
成
・
実

　

施
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

　

ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
改
善

・
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
や

　

標
準
学
力
検
査
の
結
果
や
チ

　

ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
等
を
活
用

　

し
た
学
習
指
導
の
充
実

・
教
育
先
進
地
視
察
と
効
果
的

　

な
実
践
を
取
り
入
れ
た
授
業

　

改
善

を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
の
専
科
教

員
の
配
置
や
授
業
研
究
に
よ
り
、

指
導
方
法
の
改
善
と
系
統
的
教

科
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
豊
か
な
心
】
を
育
て
る
教
育

の
推
進
に
つ
い
て
は
、

　

基
本
的
な
倫
理
観
や
規
範
意

識
、
生
命
の
大
切
さ
や
思
い
や

り
の
心
、
美
し
い
も
の
に
感
動

す
る
心
や
自
己
肯
定
感
を
醸
成

さ
せ
る
た
め
に
、

・
考
え
、
議
論
す
る
「
道
徳
授

　

業
」
の
職
員
研
修
と
実
践

・
児
童
生
徒
の
思
い
や
り
、
信

　

頼
関
係
を
基
本
と
し
た
生
徒

　

指
導
の
充
実

・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
調
べ
の

　

実
施
と
分
析
、
改
善

・
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
有
効

　

活
用
と
読
書
活
動
へ
の
支
援

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
や
か
な
体
】
を
つ
く
る
た

め
の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

　

体
力
は
、
意
欲
や
気
力
に
も

大
き
く
関
わ
り
、
食
べ
る
事
と

同
様
に
、
子
供
た
ち
が
生
涯
に

わ
た
り
心
身
と
も
に
健
や
か
に

生
き
て
行
く
た
め
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
あ
り
、

・
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

　

動
習
慣
等
調
査
や
各
種
テ
ス

　

ト
の
実
施
と
体
力
テ
ス
ト
デ

　

ジ
タ
ル
集
計
シ
ス
テ
ム
の
導

　

入
に
よ
る
実
態
把
握
・
分
析

　

に
基
づ
い
た
体
育
活
動
の
充

　

実
、
改
善

・
歯
磨
き
指
導
、
フ
ッ
化
洗
口

　

や
食
育
の
充
実
な
ど
健
康
教

　

育
の
推
進

・
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け

　

た
地
域
体
育
団
体
や
近
隣
町

　

村
と
の
連
携
の
推
進

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

４�　

教
育
環
境
の
充
実
と
保
護

者
支
援
の
充
実

　

第
４
は
、「
教
育
環
境
の
充

実
と
保
護
者
支
援
の
充
実
」
で

あ
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
に
お
い
て
は
統
合

に
向
け
た
外
構
、
外
装
・
内
装

等
施
設
の
大
規
模
改
修
、
中
学

校
に
お
い
て
は
校
舎
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
に
向
け

た
改
修
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
社
会
教
育
施

設
に
つ
い
て
も
、
改
善
計
画
の

策
定
、
実
施
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
保
護
者
支
援
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
教
育
に
係
る

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
児
童
生

徒
が
安
心
し
て
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

・
学
習
教
材
へ
の
支
援

・
学
校
給
食
費
無
料
化
へ
の
支

　

援
・
部
活
動
に
お
け
る
全
道
、
全

　

国
規
模
大
会
出
場
へ
の
支
援

・
漢
字
検
定
や
英
語
検
定
な
ど

　

の
資
格
取
得
者
へ
の
支
援

な
ど
を
重
点
に
、
本
年
度
も
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

５�　

心
と
身
体
の
健
康
を
目
指

す
生
涯
学
習
の
推
進

　

第
５
は
、「
心
と
身
体
の
健

康
を
目
指
す
生
涯
学
習
の
推

進
」
で
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
中
核
と
な
る
社

会
教
育
に
つ
い
て
は
、「
第
12

期
赤
井
川
村
中
期
社
会
教
育
行

政
計
画
」
後
期
計
画
を
基
本
に
、

よ
り
多
く
の
村
民
が
生
き
が
い

を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
、

・
本
と
親
し
む
活
動
の
支
援
や

　

読
書
環
境
の
充
実

・
各
種
団
体
と
連
携
し
た
レ
ク

　

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

　

推
進

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
画
的
整
備

・
郷
土
芸
能 

伝
承
活
動
の
支
援

・
郷
土
資
料
の
活
用
を
は
じ
め

　

郷
土
を
知
る
活
動
の
推
進

・
学
校
教
育
活
動
と
連
携
し
た

　

国
際
交
流
事
業
の
推
進

・
赤
井
川
村
文
化
祭
の
充
実

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施

　

と
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
の

　

施
設
準
備

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
７
年
度
の
本
村

教
育
行
政
の
主
な
施
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

本
村
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育

成
を
担
う
教
育
の
役
割
は
大
変

重
要
で
あ
り
ま
す
。
学
校
教
育

の
充
実
と
豊
か
な
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
に
向
け
、
村
議
会
議

員
の
皆
様
並
び
に
村
民
の
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

む
す
び
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7 広報あかいがわ　2025.4.1

　キロロスキー場にて、令和６年度チャレンジスキー教室Ⅱを行い
ました。
　今回のチャレンジスキー教室には、小学生から一般まで延べ30
名が参加しました。２日間とも天候に恵まれ、気持ちの良い天気の
なか、受講生は技術の習得に励んでいました。
　２日目は希望者が検定試験を受け、３級が１名、４級が７名受
験し合格しました。おめでとうございます！
　参加された皆さん、お疲れ様でした。

チャレンジスキー教室Ⅱ
2025.2.15～16　キロロスキー場

　シーニックバイウェイ北海道の協賛行事として、国道393号の全
線開通を契機に実施している「シーニックナイト2025inあかいがわ」
が字都で開催されました。花火の打上げ、カルデラ太鼓の演奏の
ほか、豚汁、ココア等の提供もあり、村内外からの参加者で賑わ
いました。
　国道・道道沿線だけでなく、自宅前にキャンドル設置や雪像作成
をしていただき、今年もたくさんのキャンドルにあかりを灯すことが
できました。
　皆さまからのあたたかなご協力、ありがとうございました。

シーニックナイト2025が開催されました
2025.2.15　字都

　令和６年度の赤井川村通学路安全推進会議を行いました。この
会議は児童生徒の通学路の安全確保のため、関係機関が対応を
協議するものです。
　昨年度に引き続き、危険個所に対する状況や対策を話し合うとと
もに、通学路の状況を確認し合いました。
　その後、現地に向かい通学路の危険個所を全員で視察しました。
視察では実際にどのような対応が可能か話し合われました。
　今後も児童生徒の安全を確保するために、この会議を開催して
いくことを確認して会議を終えました。
　お忙しい中ご出席していただきました関係機関の皆様、ありがと
うございました。

令和６年度通学路安全推進会議
2025.2.19　赤井川村内
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8� 広報あかいがわ　2025.4.1

　今年度第３回目の学校運営協議会を開催しました。
　今回は、初めに学校ごとの部会に分かれて令和６年度の学校評
価について協議いただき、その後に全体で部会ごとの協議内容や
令和６年度の重点に基づく取り組み状況について交流を行いました。
　次に、各学校長から令和７年度学校経営方針について全体に説
明があり、異議なく承認されました。その後、全体交流に引き続き、
赤井川中学校長より小中一貫教育推進委員会・連絡協議会につい
て説明がありました。
　今年度の学校運営協議会は今回が最後となります。新年度は５
月下旬に第１回の開催を予定しています。
　委員の皆様には遅い時間まで会議に参加いただきありがとうござ
いました。

第３回学校運営協議会
2025.2.27　赤井川村役場

　２月28日に、北海道大学大学院石井教授をはじめ、村内関係機
関の皆様や北海道経済産業局、北海道地方環境事務所、(独)道立
総合研究機構及び民間企業の皆様にご参画いただき、第３回ゼロ
カーボンビレッジ戦略推進協議会を開催しました。
　協議会では太陽光発電・地中熱利用による役場庁舎等のエネル
ギー構造高度化システム詳細設計業務ほか３件について事業報告
が行われました。また、関連事業の進捗状況では、温泉熱導入事
業の検証状況、落合ダム小水力発電可能性調査についての情報共
有及び意見交換が行われました。
　ご出席いただきました各関係機関の皆様には感謝申し上げるとと
もに、次年度も引き続きよろしくお願いいたします。

第３回ゼロカーボン戦略推進協議会
2025.2.28　赤井川村役場

Topics

　３月15日（土）、赤井川村中学校で令和６年度の卒業式が執り行われ、卒業生11名に浦嵜校長から卒業証書
が手渡されました。
　卒業証書を受け取った後、在校生代表として小山海砂輝さんが送辞を、卒業生代表として末次胡桃さんが答
辞を述べました。
　春から皆がそれぞれ別の道に進むことになります。新たな出会いなど楽しいことが沢山ありますが、その半面
つらく困難な壁にもぶつかることもあると思います。そんな時は赤井川で過ごした日 を々思い出して頑張ってくださ
い。
　ご卒業おめでとうございます。

赤井川中学校卒業式
2025.3.15　赤井川中学校

2025年4月号【本編】　.indd   82025年4月号【本編】　.indd   8 2025/03/19   16:51:172025/03/19   16:51:17



9 広報あかいがわ　2025.4.1

　この記事を書いている２月末時点の今年度のアライグマ捕獲状況は48頭と昨年同時期とほぼ同数です。ア
ライグマの農作物被害対策には出産前の冬季捕獲が有効です。箱わなの貸出は随時行っていますので、必要
な方はTEL48-6276までお知らせください。捕獲のご協力、よろしくお願いします。
　前回の昨年11月号は、”細胞を壊す技術“による木のお酒製造についてでした。今回は、“細胞を壊さない技術”
のお話しです。
　動植物の細胞を壊さない冷凍法に「CAS（Cells Alive System）:キャス冷凍」という技術があります。この
技術、日本独自の画期的な技術として食品製造・加工や医療の分野でも利用されており、注目の技術として農
林水産省のホームページ等でも紹介されています。
　通常の冷凍技術では、素材の外側から中心部に向かって徐々に凍結が進みます。一方、CAS冷凍技術では
素材全体にわたり一気に凍結が進みます。これは、「液体の過冷却」という状態を制御することで可能になり
ます。素材全体をゆっくりと均一に冷やし過冷却状態を作り、さらに細胞破壊の原因となる氷の結晶成長を
抑えるために磁場を用いて水の分子を微かに振動させることがCAS法のミソのようです。
　なんでも、鮮度や美味しさをほとんど損なうことなく凍結することが可能で、解凍した際に採れたて、作り
たてに近い状態が再現できるとのことです。通常の冷凍技術では、素材内の凍結の差で生じた氷の膨張のせ
いで細胞が壊れる、また凍結中に未凍結の水分が毛細管現象で素材内を移動することが原因で解凍後にパサ
パサ感が残るそうです。このCAS冷凍技術、如何でしょう？

地域おこし協力隊　活動報告日誌
　No.23　地域おこし協力隊　杉山　僚

Topics

　３月19日（水）に赤井川小学校と都小学校で令和６年度の卒業式が執り行われました。
　今年度の卒業生は赤小３名、都小２名です。小学校に入学した頃はまだ小さかった児童たちも各学校で過ご
した６年間で立派に成長した姿を見せてくれました。
　中学生になると学習面では先生が教科ごと変わり授業時間が長くなるなど学習環境が大きく変わります。やら
なくてはいけないことが増え、新しい環境に慣れるまで時間がかかるかもしれませんが、これまで小学校で培っ
てきた対応力で乗り越え、勉強はもちろんのこと部活動などでも活躍する姿を楽しみにしています。
　ご卒業おめでとうございます。

村内小学校卒業式
2025.3.19　赤井川小学校・都小学校
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10� 広報あかいがわ　2025.4.1

　４月19日（土）は、がん検診です。
　申し込みされた方は問診票、保険証を当日忘れずに
お持ちください。

　　

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
心
身
の

不
調
は
出
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

春
は
不
安
定
な
天
候
も
あ
り
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ

が
ち
で
す
。
規
則
正
し
く
過
ご

す
、
食
生
活
の
乱
れ
に
気
を
付

け
る
、
深
呼
吸
を
心
が
け
る
等

自
ら
自
律
神
経
を
整
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
で
も
こ

こ
ろ
が
不
安
定
に
な
る
と
き
は
、

身
近
な
相
談
先
と
し
て
、
村
保

健
師
も
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
近
な
保
健
師
に
は

ち
ょ
っ
と
相
談
し
ず
ら
い
と
感

じ
て
い
る
方
は
、
保
健
所
で
も

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

専
門
医
や
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　
か
？

・
や
る
気
が
で
な
い

・
眠
れ
な
い

・
気
分
が
落
ち
込
む

・
家
庭
内
暴
力

・
人
と
う
ま
く
話
せ
な
い

・「
死
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ

　

と
が
多
く
な
っ
た

・
物
忘
れ
が
多
く
な
り
、
心
配

・
急
に
涙
が
出
て
く
る

・
急
に
涙
が
出
て
き
た
り
、
泣

　

き
た
く
な
る

・
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に
つ

　

い
て
の
心
配

・
お
酒
や
市
販
薬
が
や
め
ら
れ

　

な
い

・
学
校
や
仕
事
に
行
け
な
い
、

　

行
こ
う
と
す
る
と
体
調
が
悪

　

く
な
る

・
思
春
期
の
心
や
体
の
心
配
、

　

不
安

月
会　　　場

倶知安保健所 余市支所

４月 16日（水）
10:00～12:00

５月 21日（水）
10：00～12：00

６月 26日（木）
14:00～16:00

７月 24日（木）
14：00～16：00

８月 28日（木）
13:30～15:30

９月 ３日（水）
10：00～12：00

１０月 １日（水）
10:00～12:00

１１月 27日（木）
14：00～16：00

１２月 25日（木）
14:00～16:00

令和８年１月 22日（木）
14：00～16：00

２月 26日（木）
13:30～15:30

３月 ５日（木）
14：00～16：00

こ
こ
ろ
の
健
康
が

大
切
で
す
！

・
頭
の
怪
我
や
手
術
し
た
あ
と
、

　

不
安
に
な
っ
た
り
人
と
の
つ

　

き
あ
い
が
う
ま
く
い
か
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

・・・
な
ど

　
・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
は
予
約

制
で
す
。
相
談
日
の
３
日
前
ま

で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
都
合
に
よ
り
相
談
日
時
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
保
健
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

倶
知
安
保
健
所
健
康
推
進
課

　

健
康
支
援
係

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
７

〇
５
月
３
日
（
土
）

　

佐
藤
歯
科
医
院

　

℡
２
２

－

３
６
７
８

〇
５
月
４
日
（
日
）

　

ね
り
あ
い
歯
科
医
院

　

℡
２
３

－

２
６
３
３

〇
５
月
５
日
（
月
）

　

ね
り
あ
い
歯
科
医
院

　

℡
２
３

－

２
６
３
３

※�

診
療
時
間
は
、
９
時
か
ら
正

午
ま
で
で
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

Ｇ
Ｗ
休
日
当
番

歯

科

医

院
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11 広報あかいがわ　2025.4.1

　

４
月
20
日
か
ら
４
月
30
日
ま

で
全
道
一
斉
に
春
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
春
は

空
気
が
乾
燥
し
強
風
が
吹
く
こ

と
が
多
く
、
一
年
の
中
で
最
も

火
災
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ
ン
で

す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
火
気
を

正
し
く
使
用
し
、
悲
惨
な
焼
死

事
故
を
防
ぎ
、
貴
重
な
財
産
を

失
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
統
一
防
火
標
語

守
り
た
い

　
　

未
来
が
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

火
の
用
心

◎
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
等

　

を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行

　

為
を
す
る
場
合
は
、
消
防
へ

　

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
乾
燥
時
及
び
強
風
時
な
ど
の

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
状
況

　

の
場
合
は
中
止
し
、
燃
や
す

　

場
合
必
ず
現
場
に
立
ち
会
い
、

　

消
火
の
準
備
を
し
て
お
く
な

　

ど
、
近
隣
に
住
む
方
々
へ
迷

　

惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
皆

　

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

　

し
ま
す
。

　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
４
月
６
日
（
日
）
か
ら
４
月

15
日
（
火
）
の
10
日
間
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

新
入
学
の
時
期
を
迎
え
、
新

１
年
生
の
登
下
校
が
始
ま
り
、

通
学
路
で
は
思
わ
ぬ
子
ど
も
の

飛
び
出
し
等
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と

予
測
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
横
断
歩
道
は
歩
行
者

が
優
先
で
あ
る
こ
と
を
再
度
意

識
し
て
、
歩
行
者
と
ド
ラ
イ
バ

ー
が
ど
ち
ら
も
手
を
上
げ
る
な

ど
の
「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
」
で
合

図
し
、
相
互
に
意
思
疎
通
を
図

っ
て
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

政
府
で
は
、
入
学
・
進
学
時

期
で
あ
る
４
月
を
「
若
年
層
の

性
暴
力
被
害
予
防
月
間
」
と
し

て
お
り
、
余
市
警
察
署
に
お
い

て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
起
因
す
る
性
被

害
や
痴
漢
な
ど
様
々
な
性
暴
力

の
予
防
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

○
子
供
の
性
被
害
防
止

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
多
く
の
子

　

供
た
ち
が
性
被
害
に
あ
っ
て

　

い
ま
す
の
で
、
知
ら
な
い
人

　

と
の
や
り
と
り
や
、
写
真
・

　

個
人
情
報
の
送
信
に
は
十
分

　

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
痴
漢
・
盗
撮
被
害
防
止

・
痴
漢
・
盗
撮
は
、
重
大
な
犯

　

罪
で
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

　

時
は
周
り
に
助
け
を
求
め
た
り
、

　

警
察
に
１
１
０
番
通
報
又
は
相

　

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
警
察

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
９
１
１
０
）

・
被
害
を
目
撃
し
た
と
き
は
「
大

　

丈
夫
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け

　

る
ほ
か
、
駅
員
や
周
り
に
協
力

　

を
求
め
た
り
、
警
察
に
通
報
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
周
り
に
助
け
を
求
め
た
り
す

　

る
痴
漢
対
策
機
能
の
あ
る
北

　

海
道
警
察
防
犯
ア
プ
リ
「
ほ

　

く
と
ポ
リ
ス
」
が
有
効
で
す
。

　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生
か
ら

今
年
で
30
年
、
教
団
に
対
す
る
国

民
の
関
心
は
薄
れ
、
一
連
の
凶
悪

事
件
に
対
す
る
記
憶
が
風
化
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
教
団
の
本
質

が
正
し
く
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

教
団
は
今
も
な
お
、
札
幌
市
を

含
む
全
国
15
都
道
府
県
に
拠
点
施

設
を
有
し
、
特
に
「
A
l
e
p
h

（
ア
レ
フ
）」
こ
と
主
流
派
は
教
団

名
を
秘
匿
し
、
ヨ
ー
ガ
教
室
な
ど

を
開
催
し
て
青
年
層
を
中
心
に

声
掛
け
を
行
い
、
新
た
な
信
者

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

事
件
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
未
来
あ

る
若
者
、
子
供
達
を
教
団
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

余
市
警
察
署
だ
よ
り

歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も

「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
」
で
事
故
防
止

４
月
は
「
若
年
層
の
性

暴
力
被
害
予
防
月
間
」
忘
れ
な
い
で
！
オ
ウ
ム
真
理
教
が

起
こ
し
た
凶
悪
事
件
を

春
の
火
災
予
防
運
動

実
施
に
つ
い
て
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第
28
回
倶
知
安
町
長
杯
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

大
会

と　

き　

２
月
９
日

と
こ
ろ　

倶
知
安
町
旭
ヶ
丘
公

　
　
　
　

園
多
目
的
広
場
ク
ロ

　
　
　
　

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

　
　
　
　

ー
コ
ー
ス

成　

績

【
幼
児
】

▽
４
位　

山
口　

虹
龍

【
小
学
２
年
女
子
】

▽
２
位　

石
橋
い
さ
な

▽
４
位　

栁
澤　

芽
依

【
小
学
２
年
男
子
】

▽
２
位　

能
登　

奏
太

【
小
学
５
年
女
子
】

▽
２
位　

佐
々
木　

心

▽
５
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
５
年
男
子
】

▽
３
位　

山
口　

渓
心

▽
４
位　

石
橋　

開
道

【
中
学
女
子
】

▽
２
位　

小
林　

ゆ
め

【
中
学
男
子
】

▽
５
位　

馬
場
琥
太
郎

第
47
回
宮
様
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
会

と　

き　

２
月
16
日

と
こ
ろ　

白
旗
山
競
技
場

成　

績

【
小
学
２
年
男
子
】

▽
３
位　

能
登　

奏
太

【
小
学
５
年
女
子
】

▽
２
位　

佐
々
木　

心

▽
５
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
５
年
男
子
】

▽
11
位　

山
口　

渓
心

【
中
学
女
子
】

▽
９
位　

小
林　

ゆ
め

【
中
学
男
子
】

▽
３
位　

馬
場
琥
太
郎

第
21
回
喜
茂
別
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
レ
ー
ス

と　

き　

２
月
23
日

と
こ
ろ　

喜
茂
別
小
学
校
ク
ロ

　
　
　
　

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

　
　
　
　

ー
コ
ー
ス

成　

績

【
幼
児
】

▽
７
位　

山
口　

虹
龍

【
小
学
２
年
女
子
】

▽
２
位　

石
橋
い
さ
な

▽
４
位　

栁
澤　

芽
依

【
小
学
２
年
男
子
】

▽
１
位　

能
登　

奏
太

【
小
学
５
年
女
子
】

▽
２
位　

佐
々
木　

心

▽
５
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
５
年
男
子
】

▽
３
位　

山
口　

渓
心

▽
４
位　

石
橋　

開
道

【
中
学
女
子
】

▽
４
位　

小
林　

ゆ
め

【
中
学
男
子
】

▽
10
位　

馬
場
琥
太
郎

第
26
回
赤
井
川
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

と　

き　

３
月
２
日

と
こ
ろ　

キ
ロ
ロ
特
設
コ
ー
ス

成　

績

【
幼
児
】

▽
３
位　

山
口　

虹
龍

▽
10
位　

栁
澤　

茉
依

【
小
学
２
年
女
子
】

▽
２
位　

石
橋
い
さ
な

▽
４
位　

栁
澤　

芽
依

【
小
学
２
年
男
子
】

▽
１
位　

能
登　

奏
太

【
小
学
５
年
女
子
】

▽
１
位　

佐
々
木　

心

▽
４
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
５
年
男
子
】

▽
３
位　

山
口　

渓
心

▽
４
位　

石
橋　

開
道

【
中
学
女
子
】

▽
２
位　

小
林　

ゆ
め

【
中
学
男
子
】

▽
８
位　

馬
場
琥
太
郎

J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
２
０
２
５
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
兼
全
日

本
小
・
中
学
生
選
抜
ス
キ
ー
大

会と　

き　

３
月
６
日
～
９
日

と
こ
ろ　

な
よ
ろ
健
康
の
森
ク
ロ

　
　
　
　

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

成　

績

【
小
学
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
2.5
㎞
】

▽
19
位　

佐
々
木　

心

【
小
学
女
子
フ
リ
ー
2.5
㎞
】

▽
11
位　

佐
々
木　

心

▽
19
位　

能
登
た
ま
き

【
中
学
２
年
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
10
㎞
】

▽
21
位　

馬
場
琥
太
郎

【
中
学
２
年
男
子
フ
リ
ー
10
㎞
】

▽
７
位　

馬
場
琥
太
郎

【
中
学
１
年
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
５
㎞
】

▽
25
位　

小
林　

ゆ
め

【
中
学
１
年
女
子
フ
リ
ー
５
㎞
】

▽
21
位　

小
林　

ゆ
め

【
赤
井
川
小
学
校
】

◇
転
出

　

▽
教
諭　
　
　

鈴
木　

洋
平

（
銭
函
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

妹
尾　
　

幸

（
古
平
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

小
林　

卓
史

（
神
恵
内
小
学
校
）

　

▽
期
限
付
教
諭　

宮
本　

格
孝

（
倶
知
安
小
学
校
）

◇
転
入

　

▽
教
諭　
　
　

涌
井　

大
輔

（
小
樽
長
橋
小
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

渡
邊　

俊
之

（
共
和
西
陵
小
学
校
）

【
都
小
学
校
】

◇
転
出

　

▽
校
長　
　
　

山
本　

里
香

（
ニ
セ
コ
近
藤
小
学
校
）

◇
転
入

　

▽
校
長　
　
　

西
岡　

健
幸

（
共
和
東
陽
小
学
校
）

【
赤
井
川
中
学
校
】

◇
転
出

　

▽
校
長　
　
　

浦
嵜　

昌
明

（
小
樽
望
洋
台
中
学
校
）

　

▽
教
頭　
　
　

白
井　

尚
史

（
小
樽
西
陵
中
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

岩
間　
　

誠

（
古
平
中
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

川
内　

尚
恵

（
余
市
旭
中
学
校
）

　

▽
教
諭　
　
　

佐
藤　

詩
子

（
共
和
中
学
校
）

　

▽
再
任
用
教
諭　

佐
藤　

英
治

◇
転
入

　

▽
校
長　
　
　

林　
　

尚
起

（
京
極
中
学
校
）

　

▽
教
頭　
　
　

赤
松　
　

恵

（
北
海
道
立
教
育
研
究
所
）

　

▽
教
諭　
　
　

青
柳　

聖
子

（
共
和
中
学
校
）

　

▽
期
限
付
教
諭　

渡
邉　

陽
奈

（
期
限
付
）

　

▽
教
諭　
　
　

青
柳　

未
菜

（
新
採
用
）

※
転
出
（　

）
内
は
転
出
先
、

　

転
入
（　

）
内
は
前
任
校
及

　

び
新
採
用
等

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

各
種
大
会
の
結
果

教
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
け
）
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INFO
RMA

TION

INFO
RMA

TIONお知らせ
伝言板

■
開
催
月
日
／
２
月
27
日

■
会
議
案
件

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ

　

い
て

◇
農
地
法
第
3
条
第
1
項
の
規

　

定
に
よ
る
許
可
申
請
に
つ
い

　

て
◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
賃
借
料
情
報
の
設

　

定
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
農
業
労
務
標
準
賃

　

金
等
の
決
定
に
つ
い
て

◇
新
規
就
農
者
認
定
登
録
の
承

　

認
に
係
る
諮
問
に
つ
い
て

　

農
地
（
田
・
畑
な
ど
）
に
つ

い
て
、
下
記
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
農
業
委
員
会

ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

◇
農
地
を
転
用
す
る
と
き

　

農
地
の
転
用
と
は
、
田
や
畑

な
ど
の
農
地
を
、
宅
地
な
ど
の

農
地
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
農
地
を
転
用
す
る

場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
用
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用

し
た
場
合
や
、
許
可
の
内
容
と

異
な
る
目
的
に
転
用
し
た
時
に

は
、
厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原

状
回
復
を
含
め
た
是
正
指
導
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
地
以

外
で
あ
っ
て
も
農
業
振
興
地
域

に
該
当
す
る
土
地
で
あ
れ
ば
別

途
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
産
業
課
農
政
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
農

地
の
利
用
や
保
全
に
必
要
な
施

設
（
農
道
・
農
業
用
倉
庫
等
）

を
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

の
農
地
を
利
用
し
て
転
用
す
る

場
合
は
、
許
可
申
請
で
は
な
く
、

届
出
に
な
り
ま
す
。

◇
農
地
を
売
買
、
贈
与
す
る
と
き

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
売
買

等
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
３

条
に
基
づ
い
て
申
請
し
、
農
業

委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
は

耕
作
目
的
で
農
地
を
取
得
す
る

も
の
の
た
め
、
農
地
を
取
得
し

た
方
は
、
自
ら
農
作
業
に
常
時

従
事
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た
と
き

　

相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得
し

た
場
合
、
農
地
法
の
許
可
は
不

要
で
す
が
、
す
み
や
か
に
農
業

委
員
会
へ
届
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３

第
１
項
）

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数�

売
却
希
望　

12
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
７
年
３
月
14
日
）

○
令
和
７
年
度
の
保
険
料
率
改

　

定
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
３
月
分
（
４
月
納

付
分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
は

10
．31
％（
プ
ラ
ス
０
．１
％
ポ
イ

ン
ト
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
．

59
％（
マ
イ
ナ
ス
０
．01
％
ポ
イ

ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。
各
都
道

府
県
の
健
康
保
険
料
率
は
、
地

域
の
医
療
費
等
に
基
づ
い
て
算

出
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
上
昇
を

抑
え
る
た
め
、
下
記
取
組
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
た
い
こ

　

と
・
協
会
け
ん
ぽ
の
生
活
習
慣
病

　

予
防
健
診
・
特
定
保
健
指
導

　
（
健
康
サ
ポ
ー
ト
）
を
受
け
て

　

い
た
だ
く
こ
と

・
特
定
保
健
指
導
（
健
康
サ
ポ

　

ー
ト
）
を
受
け
た
方
は
、
プ

　

ロ
グ
ラ
ム
に
最
後
ま
で
取
り

　

組
む
と
と
も
に
、
必
要
に
応

　

じ
て
医
療
機
関
を
受
診
し
て

　

い
た
だ
く
こ
と

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

　

用
促
進
を
は
じ
め
と
す
る
上

　

手
な
医
療
の
か
か
り
方
を
実

　

践
い
た
だ
く
こ
と

・
企
業
を
挙
げ
て
健
康
づ
く
り

　

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

　

と
（
健
康
事
業
所
宣
言
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

　

け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
１

－

７
２
６

－

０
３
５
２

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
20
回

お

知

ら

せ

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道

支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
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14� 広報あかいがわ　2025.4.1

お知らせ伝言板INFORMATION

■
日
時

　

４
月
16
日
（
水
）
13
時
～
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市
町

　

大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

　

自
衛
隊
で
は
、
18
歳
～
32
歳

ま
で
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

車
両
、
船
、
飛
行
機
を
扱
う

仕
事
か
ら
事
務
や
調
理
な
ど
職

種
は
50
種
以
上
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
小
樽
地
域
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

令和７年４月よりこども医療費助成制度の
　　　　　　　　　　　　対象年齢が拡大します！

新（令和７年４月から） 旧（令和７年３月まで）

事業概要

こども医療費助成事業に制度名を変更 乳幼児等医療費助成事業

赤井川村に住民登録があり、18歳に達する
日以後、最初の３月31日までのこども

赤井川村に住民登録があり、15歳に達する
日以後、最初の３月31日までの乳幼児

入院、通院、歯科、調剤等の費用のうち保険診療に係る医療費の自己負担分全額助成
（所得制限なし）

■お問い合わせ
　保健福祉課国保医療係
　TEL　35－2050

各
種
自
衛
官
等
募
集

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

令
和
７
年
度
調
理
師

試
験
の
実
施

　

令
和
７
年
度
調
理
師
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日
時

　

８
月
28
日
（
木
）

　

13
時
30
分
～
16
時

■
試
験
地

　

�

札
幌
市
（
後
志
圏
域
在
住
の

方
は
札
幌
市
が
試
験
地
と
な

り
ま
す
。）

■
受
験
料

　

�

６
，
９
０
０
円
に
相
当
す
る

額
面
の
北
海
道
収
入
証
紙

■
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

　

�

食
文
化
概
論
、
公
衆
衛
生
学
、

栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛

生
学
及
び
調
理
理
論
に
つ
い

て
の
筆
記
試
験

■
受
験
資
格

　

�

学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法

律
第
26
号
）
第
57
条
に
規
定

す
る
者
（
調
理
師
法
附
則
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
教

育
法
第
57
条
に
規
定
す
る
者

と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。）

で
あ
っ
て
、
多
数
人
に
対
し

て
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与

す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院

等
の
施
設
又
は
食
品
衛
生
法

施
行
令
（
昭
和
28
年
政
令
第

２
２
９
号
）
第
35
条
第
１
号

（
飲
食
店
営
業
）、第
４
号（
魚

介
類
販
売
業
）、
第
25
号
（
そ

う
ざ
い
製
造
業
）、
第
26
号

（
複
合
型
そ
う
ざ
い
製
造
業
）

に
掲
げ
る
営
業
に
お
い
て
令

和
７
年
５
月
16
日
ま
で
に
２

年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事

し
た
者
。

■
願
書
受
付
期
間

　

５
月
7
日
（
火
）
か
ら

　

５
月
16
日
（
金
）
ま
で

■
提
出
書
類

・
調
理
師
試
験
受
験
願
書

・
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
カ

　

ー
ド

・
調
理
師
試
験
入
力
通
知
書

　

各
１
部

■
受
験
案
内（
願
書
）配
布
場
所

　

�
各
保
健
所
・
支
所
で
配
布
す

る
ほ
か
、
北
海
道
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■�

お
問
い
合
わ
せ
・
受
験
願
書

提
出
先

・
北
海
道
倶
知
安
保
健
所

　

企
画
総
務
課
企
画
係

　

〒
０
４
４

－
０
０
０
１

　

�

虻
田
郡
倶
知
安
町
北
１
条
東

２
丁
目

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
２

・
北
海
道
倶
知
安
保
健
所

　

余
市
地
域
保
健
支
所

　

〒
０
４
６

－

０
０
１
５

　

�

余
市
郡
余
市
町
朝
日
町
12
番
地

　

℡
０
１
３
５

－

２
３

－

３
１
０
４

・
北
海
道
岩
内
保
健
所

　

企
画
総
務
課
企
画
係

　

〒
０
４
５

－

０
０
２
２

　

�

岩
内
郡
岩
内
町
清
住
２
５
２

－

１

　

℡
０
１
３
５

－

６
２

－

１
５
３
７
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15 広報あかいがわ　2025.4.1

お知らせ伝言板INFORMATION

年
金
だ
よ
り
こ
ん
な
と
き
は
、
必
ず
届
出
を

〈
こ
ん
な
と
き
〉

〈
ど
う
す
る
〉

〈
届
出
先
〉

会
社
を
退
職
し
た
と
き

国
民
年
金
に
加
入
の
手
続
き
を
す
る
（
被
扶
養

配
偶
者
も
同
様
）

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

結
婚
や
退
職
等
で
配
偶
者
の
扶
養
に

な
っ
た
と
き

第
３
号
被
扶
養
者
へ
の
種
別
変
更
の
手
続
き
を

す
る

配
偶
者
の
勤
務
先

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の

種
別
変
更
の
手
続
き
を
す
る

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

配
偶
者
が
会
社
を
変
わ
っ
た
と
き

引
き
続
き
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
手
続
き
を

す
る

配
偶
者
の
新
し
い
勤
務
先

年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き

再
交
付
の
手
続
き
を
す
る

第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

口
座
振
替
を
開
始
・
停
止
・
変
更

す
る
と
き

口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
を
提
出
す
る
銀
行
・
郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・

信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

納
付
書
を
紛
失
し
た
と
き

納
付
書
の
再
発
行
を
申
し
出
る

年
金
事
務
所

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
保
険
料
免
除
の
申
請
を
す
る

（
全
額
・
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１
免
除
）
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る

（
30
歳
未
満
の
方
に
限
る
）

学
生
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
と
き

学
生
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る

（
30
歳
未
満
の
方
に
限
る
）

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
す
ぎ
た
と
き
国
民
年
金
保
険
料
還
付
請
求
書
の
提
出
を
す
る
年
金
事
務
所

65
歳
に
な
っ
た
と
き

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
を
す
る

第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

障
害
者
に
な
っ
た
と
き

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
を
す
る

初
診
日
に
第
１
号
被
保
険
者

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

初
診
日
に
第
３
号
被
保
険
者

　

→
年
金
事
務
所

20
歳
前
に
障
害
に
な
っ
た
場
合

　

→
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

死
亡
し
た
と
き

国
民
年
金
加
入
中
→
遺
族
基
礎
年
金

・
寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
の
請
求

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

（
年
金
事
務
所
の
場
合
有
り
）

※
届
出
の
内
容
に
よ
り
、
届
出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
際
は
、
必
ず
届
出
先
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

倶知安町
後志労働福祉センター

岩内町
岩内地方文化センター

 ２０２５年４月 23日（水） 24日（木）

　　　　　　  ５月 21日（水） 22日（木）

　　　　　　  ６月 18日（水） 19日（木）

　　　　　　  ７月 23日（水） 24日（木）

　　　　　　  ８月 20日（水） 21日（木）

　　　　　　  ９月 17日（水） 18日（木）

　　　　　  １０月 22日（水） 23日（木）

　　　　　  １１月 19日（水） 20日（木）

　　　　　  １２月 17日（水） 18日（木）

 ２０２６年１月 21日（水） 22日（木）

　　　　　 ２月 18日（水） 19日（木）

　　　　　 ３月 25日（水） 26日（木）

令
和
７
年
度
出
張
年
金
相
談
所
開
設
日
程

■
開
設
時
間

・
後
志
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
～
17
時

・
岩
内
地
方
文
化
セ
ン
タ
ー　

９
時
～
13
時

※
事
前
予
約
制
に
よ
り
実
施

■
予
約
受
付

　

小
樽
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡
０
１
３
４

－

３
３

－

５
０
２
６

　
（
音
声
案
内
１
→
２
）
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16� 広報あかいがわ　2025.4.1

お知らせ伝言板INFORMATION

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2025.2.18 0.035 雪
2.21 0.019 くもり
2.25 0.018 晴れ
2.28 0.019 晴れ
3.4 0.018 晴れ
3.7 0.021 雪
3.11 0.018 晴れ
3.14 0.028 雪

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
２
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月
14

日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
50
％
・
平
30
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

４
月
の
気
象
情
報

　

巡
回
児
童
相
談
で
は
、
18
歳

未
満
の
お
子
様
の
「
成
長
・
発

達
・
健
康
状
態
」
に
つ
い
て
、

親
子
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　

当
日
ま
で
村
の
保
健
師
が
サ

ポ
ー
ト
し
、
児
童
福
祉
司
と
心

理
判
定
員
に
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば･･･

・
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
に
困

　

っ
て
い
る

・ 

子
ど
も
が
お
友
だ
ち
と
遊
べ

　

な
い

・
心
や
か
ら
だ
の
発
達
に
心
配

　

が
あ
る　
　

な
ど

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
ほ
か
、

中
学
生
・
高
校
生
も
対
象
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
気

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

ご
希
望
の
方
は
４
月
15
日（
水
）

ま
で
に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

５
月
28
日
（
水
）

■
開
催
場
所

　

余
市
町
ま
た
は
赤
井
川
村

■
相
談
時
間

　

申
込
み
人
数
に
よ
り
決
ま
り

　

ま
す
の
で
、
調
整
の
の
ち
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
係
／
保
健
係　

保
健
師

　

℡
０
１
３
５

－

３
５

－

２
０
５
０

　

fukushi1@
akaigaw

a.com

　

黄
砂
と
は
、
東
ア
ジ
ア
の
砂

漠
域
な
ど
で
強
風
に
よ
っ
て
巻

き
上
げ
ら
れ
た
砂
や
ち
り
が
上

空
の
風
に
乗
っ
て
運
ば
れ
、
広

い
範
囲
に
浮
遊
し
つ
つ
降
下
す

る
現
象
で
、
3
月
か
ら
5
月
が

飛
来
の
ピ
ー
ク
で
す
。
令
和
5

年
4
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け

て
は
北
海
道
各
地
で
黄
砂
が
観

測
さ
れ
、
広
い
範
囲
で
見
通
し

が
10
㎞
未
満
と
な
り
ま
し
た
。

　

黄
砂
の
飛
来
に
よ
り
、
洗
濯

物
や
車
が
汚
れ
る
な
ど
の
影
響

が
あ
る
ほ
か
、
人
に
よ
っ
て
は

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
や
呼
吸
器
疾

患
を
発
症
す
る
と
い
っ
た
健
康

被
害
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

黄
砂
粒
子
の
吸
入
予
防
に
は
マ

ス
ク
着
用
が
効
果
的
で
す
。

　

環
境
省
と
気
象
庁
が
共
同
で

開
設
し
て
い
る
「
黄
砂
情
報
提

供
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
は
、
黄

砂
の
観
測
状
況
や
今
後
の
予
想

な
ど
を
詳
細
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台

　

℡
０
１
１

－

６
７
６

－

５
０
２
５

　
（
自
動
音
声
案
内
）

※
令
和
７
年
３
月
25
日
（
火
）

　

か
ら
札
幌
管
区
気
象
台
の
天

　

気
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
の

　

電
話
番
号
が
変
更
と
な
っ
て

　

お
り
ま
す
。

※
黄
砂
情
報
ペ
ー
ジ（
気
象
庁
）

巡
回
児
童
相
談
の
お
申
込
み

黄
砂
の
飛
来
に
注
意
！
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17 広報あかいがわ　2025.4.1

お知らせ伝言板INFORMATION

〈
２
月
15
日
～
３
月
14
日
届
出
〉

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

お
名
前 

月
・
日 
区
会（
ご
両
親
）

末
長　

伶れ
な菜
さ
ん　

３
・
５　

母
沢

（
末
長　

航
さ
ん
・
沙
羊
さ
ん
）

村
長
の
う
ご
き

〈
２
月
15
日
～
３
月
14
日
〉

（
２
月
）

15
日
◇
シ
ー
ニ
ッ
ク
ナ
イ
ト

　
　
　

２
０
２
５
／
字
都

16
日
◇
北
後
志
地
区
自
衛
隊
入

　
　
　

隊
予
定
者
激
励
会
／
小

　
　
　

樽
市

17
日
◇
北
後
志
消
防
組
合
幹
部

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
町
村
会
定
期
総
会

　
　
　

／
倶
知
安
町

18
日
◇
北
後
志
消
防
組
合
・
北

　
　
　

後
志
衛
生
施
設
組
合
定

　
　
　

例
会
／
余
市
町

19
日
◇
陸
上
自
衛
隊
第
11
特
科

　
　
　

第
２
中
隊
懇
談
会
／
字

　
　
　

都

20
日
◇
全
国
過
疎
地
域
連
盟
北

　
　
　

海
道
支
部
役
員
会
／
札

　
　
　

幌
市

21
日
◇
北
後
志
消
防
組
合
幹
部

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
地
域
森
林
整
備
推
進
協

　
　
　

定
運
営
協
議
／
札
幌
市

25
日
◇
総
務
開
発
常
任
委
員
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
星
学
園
評
議
委
員
会

　
　
　

／
札
幌
市

26
日
◇
全
国
森
林
レ
ク
協
議
会

　
　
　

理
事
会
／
東
京
都

28
日
◇
第
３
回
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

　
　
　

戦
略
推
進
会
議
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
余
市
ニ
ッ
カ
の
会
／
余

　
　
　

市
町

（
３
月
）

２
日
◇
赤
井
川
J
r
X
C
ス
キ

　
　
　

ー
大
会
／
字
常
盤

３
日
◇
財
務
局
小
樽
出
張
所
長

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

５
日
◇
ユ
ー
キ
ロ
ロ
幹
部
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

７
日
◇
赤
井
川
村
議
会
第
１
回

　
　
　

定
例
会
／
字
赤
井
川
／

　
　
　

～
11
日

10
日
◇
北
後
志
消
防
組
合
幹
部

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

12
日
◇
地
方
創
生
事
業
打
合
せ

　
　
　

／
字
赤
井
川

14
日
◇
総
合
教
育
会
議
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
余
市
警
察
署
長
離
任
挨

　
　
　

拶
／
字
赤
井
川

５
日
◇
財
務
局
実
地
監
査
及
び

　
　
　

下
水
道
ヒ
ア
リ
ン
グ

14
日
◇
小
学
校
適
正
配
置
特
別

　
　
　

委
員
会

17
日
◇
道
の
駅
あ
か
い
が
わ
農

　
　
　

産
物
直
売
所
生
産
者
協

　
　
　

議
会
役
員
会

18
日
◇
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
者

　
　
　

説
明
会

19
日
◇
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
者

　
　
　

説
明
会

　
　

◇
令
和
６
年
度
通
学
路
安

　
　
　

全
推
進
会
議

21
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

　
　

◇
赤
井
川
村
地
域
森
林
整

　
　
　

備
推
進
協
定
第
２
回
運

　
　
　

営
会
議

25
日
◇
総
務
開
発
常
任
委
員
会

26
日
◇
第
７
回
赤
井
川
村
景
観

　
　
　

計
画
策
定
委
員
会

　
　

◇
教
育
委
員
会
会
議

　
　

◇
畑
地
か
ん
が
い
推
進
モ

　
　
　

デ
ル
ほ
場
設
置
事
業
赤

　
　
　

井
川
地
区
推
進
協
議
会

27
日
◇
第
３
回
学
校
運
営
協
議

　
　
　

会

　
　

◇
農
業
委
員
会
総
会

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９６３ ５２０ １，４８３ －１３

男 ４９２ ３０９ ８０１ －７

女 ４７１ ２１１ ６８２ －６

世帯数 ５１８ ５１２ １，０３４ －１１

※令和７年２月２８日現在

■今月の表紙
　今月の表紙は、赤井川中学校卒業式
からの一枚。
　中学卒業後はそれぞれ別の道に進む
ことになりますが、赤井川で学んだこと
を活かし、活躍する姿を楽しみにしてい
ます。
　ご卒業おめでとうございます！

む
ら
の
日
誌（
２
月
）

住
民
の
ま
ど

　
◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください。

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。
Tel　０１３５―２２―０１１０

2025年4月号【本編】　.indd   172025年4月号【本編】　.indd   17 2025/03/19   16:51:212025/03/19   16:51:21



広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■３月も雪が降る日が少なく、路面が出るほど暖かい日が続いたように感
じます。春の訪れも早いのではないでしょうか。
　さて、今月号の広報の裏面は総合的な学習で赤井川小学校の５・６年生
がiPadで撮影した写真です。赤小の先生に「子どもたちがiPadで撮影し
たもの」と聞いた時は驚きを隠せませんでした。どの写真もプロ顔負けの
写真ではないでしょうか！？また、写真に付けられているタイトルも素敵
ですよね。僕もこのような写真が撮れるよう頑張ります！（K）

【発行情報】広報あかいがわ2025年4月号（№719）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地２
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

　広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきま
す。皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動
の話題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙
面の都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努
力してまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していま
すので、メール又は郵送でお寄せください。
　広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ
提供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

令和６年度総合的な学習の時間「赤井川村の素敵発見！！！
（上から１段目、左から）石橋開道「青い空と白い雲海」、能登たまき「せみの旅立ち」
（上から２段目、左から）稲垣賢伍「透き通る水と綺麗な緑」、幸田悠之介「太陽が照らす雪」、佐々木心「光が差し込む小さな滝」
　　　　　　　　　　     山口渓心「真夜中の雲海」

（上から３段目、左から）赤木日那子「心安らぐダム」、小林叶來「秋の紅葉とライオンの滝」、山本朱馬「眩しい雪と木」
（上から４段目、左から）矢野桃花「紅葉で輝く雷音の滝」、曽根冴雪「雲海」、有田諒祐「木々に囲まれた太陽」

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいませんが、
2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報担当
及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

赤井川村写真館～赤井川の四季～
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